
「高齢者世帯住替え助成事業」 がスタート！ 

 

地域との協働による移動支援モデル事業！ 

 

 

JR香椎駅の跨線橋にエレベーターを設置！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

お問い合わせはこちら 

住民票などの証明書がマイナンバ

ーカードで、全国のコンビニ等で取

得できるサービスを行っています。 

手数料は、窓口で取得するより５０

円もお得です！ 

東体育館の外階段の滑り止め設置！ 

 

福岡市議会議員 

【公明党】東区 
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「平成時代」が幕を閉じ新しい時代がいよいよ開幕します。「結党５５周年」、いかなる時代

にあっても「大衆とともに」の立党精神を胸にたぎらせ、「衆望」を担う使命を果たし抜いて

まいる決意です。福岡市において、生活の質の向上と都市の成長の好循環を実現するた

め「日々挑戦」の議員活動に徹し抜き、「勝利」の一年にしてまいります！ 

おばな康広 

福岡市議会議員 尾花康広  福岡市東区和白 5-2-14-601（パティオ和白） 

（発行所） TEL/FAX：092-403-9970  （議員控室）ＴＥＬ711-4728 ＦＡＸ741‐4597 

 

新時代の幕開けを亥（🐗）の如く前進！ 

夏季の気象状況による救急搬送の状況等を踏まえ、児童生徒の熱中症の発症を予防する観点 

から、市立の中学校・小学校・特別支援学校に「黒球式熱中症指数計」が配付されています。  

熱中症対策の目安として、屋外（運動場）や屋内（体育館）で活用することができます。                          

（平成２９年第３回定例会での提案実現）   

NEWS 

議会提案の実現！ ― 身近で役立つ「おばな」の実績 ― 

「黒球式熱中症指数計」を市立の全小中学校等に配付！ 

 

住民票などのコンビニ交付サービスの実現！ 

跨線橋の香椎駅東側に

エレベーターを設置する

ことができました。平成

30年度中に西側スロー

プも整備されます！ 

「子育て世帯住替え助成事業」がスタート！ 

 
市内の中古住宅や賃貸マンションなど

に住み替える場合、初期費用の半額

（最大 15万円）を助成しています。経済

的負担を減らし、より子育てしやすい広

い家への住み替えを後押しします！ 

 

 対象は１８歳以下の子どもがいるか、

妊娠中の世帯。世帯年収が３人家族で

５５１万２千円、４人家族で５９８万８千

円未満が目安となる。免許証を返納し

て、「ちかパス６５」（６５歳以上を対象

にした地下鉄全線定期券）を購入した

人に、ポイントを付与するサービスを開

始しました！ 

 

居住環境が悪い民間賃貸住宅などに 

住む高齢者世帯に対し、住み替えに係

る費用の一部（引越し費用・仲介手数料 

・火災保険料等）を助成しています！ 

※助成対象となる費用合計額の 2/1 

（上限額 10万円） 

 

 

利用者の階段での転倒事故

を防止するため東体育館の

外階段のすべてに滑り止め

を設置しました！ 

車両を地域に貸し出し、買

い物支援を行う移動支援

モデル事業が行われてい

ます！（香住ヶ丘校区） 



昨年より防災士としての活動を開始しま

した。自主防災の現場を 

肌で感じ、議会提案に 

つなげてまいります！ 

 

① どうする災害時の電源対策 

② 耳の聞こえが困難な方への支援策の拡充 

 

質問 

 

答弁 

 

答弁 

 

質問 

 

質問 

 

答弁 

 

質問 

 

答弁 

 

災害が激甚化し、最近では台風の大

型化により、電柱倒壊が頻繁に起こっ

ている。国の「無電柱化促進計画」を

踏まえ、ロンドン・パリ等の海外主要

都市の無電柱化率が１００％であるの

に対し、３％の福岡市の「無電柱化」に

取り組む決意を示されたい。 

 

◆ 地球温暖化などによる自然災害の激甚化、その対策は待ったなしの状況です。 

「防災・減災・復興」を政治の主流に位置づけ、「再エネ」の主力電源化への取り組みを進めます！ 

◆“感謝”の心で、百倍、千倍、万倍の力で、「勝利の旭日」に向けて“勇猛精進”してまいります！ 

 

お互いが支え合う、安心安全な社会をめざして 
 

おばな康広ホームページ： http://www.komei.or.jp/km/fukuoka-obana-yasuhiro/ 

思索草創✍ 

無電柱化事業の推進に向け、国や電

線管理者等と連携を図りながら、しっ

かり取り組んでいく。 

 

厚生労働省も自治体に積極的に実施

するよう通知し、地方交付税による財

政措置もなされ、医療関係者からも強

い要望がある新生児聴覚スクリーニン

グ検査の公費助成と、内耳の機能が失

われ、大きな音でも聞き取ることができ

ない高度、重度難聴者の「人工内耳」

の公費助成を実施すべきでは。 

 

光の点滅で緊急事態を知らせる「光警報

装置」の設置があまり進んでない状況を

踏まえ、その拡大と、いつでもどこからで

も音声によらない緊急通報ができる

「Net119 緊急通報システム」の導入を推

進すべきでは。 

 

「ブラックアウト」（大規模停電）対策とし

て防災上の観点も含め、収容避難所で

ある小学校等に電力契約の一環として

蓄電池を設置し横浜市のように VPP（仮

想発電所）の導入を進めてはどうか。 

 

保護者の経済的理由等から福岡市で

は年間約 1,000人の新生児が検査を受

診していない状況。すべての新生児の

検査の受診をめざす。また人工内耳の

普及のため、それらの公費助成が早く

実現できるようしっかり検討していく。 

太陽光発電などは災害時の電源として利用でき

るだけでなく、IoT 技術などを活用してまとめて制

御することで電力の需給バランスの調整にも役立

つことが期待されている。また、市民や事業者の

皆さんが安心して快適に生活や事業活動ができ

るよう、再生可能エネルギーで発電した電力を無

駄なく使うことができるよう自立分散型エネルギ

ー社会の実現にしっかり取り組んでいく。 

「光警報装置」は、その紹介や有効性・設

置方法の説明等を通じて、更なる普及促

進に努める。「Net119 緊急通報システ

ム」は、2020 年度までのシステム導入を

検討する。 

おばな康広１２月議会質問 


